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「アップサイクル」については、化粧品業界のみな
らず食品・アパレル業界でも広く取り組まれており、
原料メーカー各社もアップサイクル原料の提案を強
化している。
　自然派・オーガニック化粧品市場は、コロナ禍に
おいても前年度比で微増を維持し、安定した成長力
を示した。社会全体でサステナブルやウェルビーイ
ングへの関心が高まっており、市場にとっても追い
風となっている。海外発祥のブランドが多いことか
ら、自然派・オーガニック化粧品に関する知識はま
だ十分に浸透していないが、正しい理解が広がるこ
とで今後も市場は成長していくと考えられる。
　（掲載企業一覧＝岩瀬コスファ、日光ケミカルズ、
阪本薬品工業、一丸ファルコス、シー・アクト、丸
善製薬、日本精化、クローダジャパン）

　2024年度の自然派・オーガニック化粧品市場規模
は、前年度比104.9％の1867億円と予測されている。
2021年以降、3年連続で市場規模は拡大しており、
消費者の関心や理解も徐々に深まっている状況だ。
日本国内では、自然派・オーガニックという理由だ
けで購入する消費者はまだ少数であるものの、近年
では高い機能性と自然派・オーガニックを両立した
商品が増えており、「同じ性能なら環境に配慮され
た商品を選ぶ」という傾向が見られる。また、欧米
や東南アジアなどでは消費者が化粧品メーカーに対
して環境負荷低減やサステナブルな取り組みを求め
る声が強まっており、グローバル市場においても環
境配慮は重要な要素となっている。
　特に、製造過程で生じた副産物や本来であれば捨
てられていた廃棄物を価値の高い製品に変換する
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自然派・オーガニック化粧品の
市場認知が拡大
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サステナビリティと心地よい使用感を両立

岩瀬コスファ

場まで完全なトレーサビリティが確保されている。
また、持続可能な森林利用の一環として植林も行わ
れており、2023年時点で110万ヘクタールの広大な
森林エリアが維持されている。
　自然由来指数は98％（水を含む）、コールドプ
ロセス対応、COSMOS認証取得済み、易生分解性

（OECD 301B）を有するなど環境配慮が徹底されて
いる。さらに、エネルギーの88％は再生可能エネル
ギーであり、水の再生利用率は85％に達しているな
ど、グリーンケミストリーの原則に基づいた製造を
実現している。
　「CARBOPOL BioSense polymer」は中粘度の製
剤に特に適しており、美容液、ローション、軽いク
リームなど幅広い処方に対応する。推奨配合量は
0.5％～ 1.0％としている。0.25％から１％の範囲で

添加すると、エマルション粘度は増
加する一方で降伏値の変動は比較
的小さく、製剤の感触を損なわずに
粘度調整が可能である（図１）。
　感触面では、シリコーンエラスト
マーに匹敵する使用感を実現し（図
２）、塗布時はリッチな感触で、使
用後はソフトな感触を体感するこ
とができる。専門家によるパネリ

　岩瀬コスファは、ナチュラル＆オーガニック
原料としてLubrizol社の「CARBOPOL BioSen
se polymer（カーボポール バイオセンス ポリ
マー）」（表示名称：セルロースガム）を提案す
る。同原料は新製品としてCITE JAPAN 2025
でも展示し、引き合いが増加している。
　近年、スキンケア市場ではマイクロプラスチ
ック規制などを背景に天然由来成分への関心
が高まっている。
　特に成長著しい東南アジアでは、セルロース
ポリマーの需要が増加している。市場調査によ
ると、セルロースポリマーの年平均成長率（金額ベ
ース）は市場全体で＋7.3％、東南アジアに限定す
ると＋13.0％に達しており、今後もさらなる拡大が
見込まれる。
　また、消費者の79％が化粧品メーカーに対して環
境負荷低減やサステナビリティへの取り組みを期待
していることも明らかになった。使用感に関しては、
べたつきなどの不快感を避けつつ、柔らかく滑らか
な「ベルベット感」が求められている。
　こうした市場ニーズを受け、「CARBOPOL BioSe
nse polymer」はサステナビリティと心地よい使用
感の２つの課題に応える増粘剤として、世界最大の
パルプメーカーであるSuzano社（ブラジル）と提
携のもと開発された。原料となるユーカリの木は認
証済みの森林から調達されており、森林から生産工

図 1 濃度、粘度および降伏値

図 2 シリコーンエラストマーに匹敵するセンサリー
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天然系のレオロジー調整剤と組み合わせることで、
様々なテクスチャーの製品開発に活用することがで
きる（図３）。
　「サステナブルであることに加え、従来の天然セ
ルロースで生じていた不快な感触を改善できる点が
最大の特長である。環境負荷低減や心地よい使用感
など、近年の消費者ニーズに対応した原料として今
後の提案を積極的に行っていく」（同社）

スト評価では、「CARBOPOL BioSense 
polymer」1.0％配合製品とシリコーンエ
ラストマー 0.5％配合製品を比較したと
ころ、50％のパネリストが両者の違いを
識別できなかった。少量の配合であって
もシリコーンエラストマーに匹敵する
センサリーを付与できることが確認さ
れており、シリコーンエラストマーの代
替としての活用が期待されている。さら
に、従来の天然セルロースに見られがち
なべたつきを抑え、合成繊維のような柔
らかく快適な使用感を実現する点も特
長である。
　その他の特長として、pH ３～９という幅広い範
囲で安定性を維持することができ、ビタミンCを高
濃度に配合した処方にも使用可能である。低極性か
ら高極性まで幅広い油剤との相溶性を有しているほ
か、有機系紫外線吸収剤や少量の酸化亜鉛との相性
も良好であり、サンスクリーンやSPF機能付き下地
などへの応用が可能である。さらに、合成系および

図 3 補助ポリマーとの相乗効果
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　日光ケミカルズでは、精油・香料に特化
した100％ナチュラルな可溶化剤「NIKKOL 
NIKKOSOLVEシリーズ」が2024年12月の発売
以来、引き合いが増加している。
　これまで市場では、安価で性能に優れる石
油系原料由来の可溶化剤が広く使用されてき
た。しかし、欧州を中心にナチュラル志向が高
まる中、石油系原料フリーでサステナブルで
ありながら、優れた可溶化性能を発揮する製
品への需要が増加している。国内でも様々な
シーンで香りを楽しむ商品が人気を集めてお
り、天然由来の可溶化剤の重要性は一段と高
まっている。同社はこうしたニーズに応える
べく、100パターンを超える製品を試作検討し、可
溶化剤の開発に取り組んできた。そして誕生したの
が「NIKKOL NIKKOSOLVE L」および「NIKKOL 
NIKKOSOLVE M」の２製品からなる「NIKKOL 
NIKKOSOLVEシリーズ」である。同シリーズは、
植物由来のグリセリンと脂肪酸からなる可溶化剤
で、独自の技術と製法により環境に配慮しながらも
高い可溶化性能を実現した。従来の可溶化剤と同等
以上の可溶化力を有し幅広い精油・香料を完全透明
に可溶化できる点が特長である。
　精油・香料の種類や配合量にあわせて「NIKKOL 
NIKKOSOLVE L」と「NIKKOL NIKKOSOLVE M」

を使い分けることで幅広く使用することができ、ボ
ディミストなどの高濃度の精油や香料を含む製剤で
も少ない配合量で可溶化することができる。精油・
香料に対する可溶化試験（表１の処方を使用）で
は、「NIKKOL NIKKOSOLVE L」はジャスミン油、
ハッカ油、ローズマリー油の可溶化を得意とし、

「NIKKOL NIKKOSOLVE M」はオレンジ油やリモ
ネンの可溶化を得意とすることが確認された（表２）。
　各種精油・香料を可溶化するのに必要な最小可溶
化剤量についての試験（表１の処方を使用）では、

「NIKKOL NIKKOSOLVE L」はローズマリー油（精
油）の可溶化に４倍量、ウッディフローラル（香料）
の可溶化に６倍量必要であることが確認された。一
方、可溶化剤として汎用的に使用されているPEG-
40水添ヒマシ油は、各種精油・香料に対して10倍量
まで増加させても完全透明にすることはできず、ポ
リソルベート20は８倍量以上の配合が必要であるこ
とが確認された（図１）。なお、これらの可溶化製
剤は、各温度（室温、－５℃、５℃、45℃、－５℃
～ 45℃のサイクル）で１カ月間保管した後でも安
定であることを確認している。
　その他の条件下での可溶化性能についても試験が

高まる香り需要に100％ナチュラルな可溶化剤を提案

日光ケミカルズ

表 2 精油・香料に対する可溶化試験結果

表 1 試験処方
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行われた。まず、各種ポリオール類を配合した場合
には、「NIKKOL NIKKOSOLVE L」はポリオール
類の影響を受けないが、「NIKKOL NIKKOSOLVE 
M」はポリオールの種類や配合量によって可溶化が
困難になる場合があるものの、1,3-BGやグリセリン
を組み合わせることで可溶化できることが確認され
ている。pHの変化に対しては、クエン酸、クエン
酸ナトリウム、水酸化ナトリウムを用いた試験の結
果、化粧品で一般的に使用されるpH領域では可溶
化製剤への影響はほとんど見られなかった。防腐成

分については、界面活性を有するウ
ンデシレン酸グリセリル以外の各種
の防腐成分は問題なく配合できるこ
とが確認された。エタノールについて
は、「NIKKOL NIKKOSOLVE M」は
高濃度下で可溶化が難しくなるが、

「NIKKOL NIKKOSOLVE L」は影響
を受けないことが確認されている。さ
らに、塩類については、塩化ナトリウ
ム、硫酸マグネシウム、グリチルリチ

ン酸ジカリウムのすべての塩類について影響が少な
く、問題なく配合できることが確認された。
　また、コールドプロセスに対応可能で、混合時の
ゲル化が起きないなどの特長から製造現場における
作業効率の向上にも寄与する。こうしたサステナブ
ルな特長に加え、前述したデータが示す優れた可溶
化性能、100%ナチュラルである点が近年の香り需
要にマッチし、CITE JAPAN 2025でも注目を集め
た。すでに複数社で採用が進んでおり、今後のさら
なる展開が期待されている。

図 1 各種精油・香料を可溶化するのに必要な最小可溶化剤量



36 Ｃ＆Ｔ　2025－10

防腐剤までサステナブル処方を実現

阪本薬品工業

　阪本薬品工業では、合成防腐剤と同等以上の高い
抗菌力を持ちながら、品質の安定性とトレーサビリ
ティを確保したサステナブルな天然抗菌製剤「SY
プランテックスKNP」の提案に注力している。
　SYプランテックスKNPは、フトモモ科チョウジ
のつぼみより抽出・脱臭精製して得られたエキス
に、キク科カワラヨモギの頭花より抽出・高度精製
して得られたエキスとカプリル酸グリセリルを最適
なバランスで配合したものだ。その他の配合原料
は、水と植物由来のブチレングリコール（BG）で
構成されている。ISO16128の自然由来指数が1.0で、
COSMOS認証と中文INCIを取得し、外原規に適合
している。
　植物エキスは一般的に、ロットごとの品質にばら
つきが出やすいという課題がある。しかし、SYプ
ランテックスKNPでは、阪本薬品工業による独自
の精製技術によって品質の安定性を実現し、真菌・
細菌に高い抗菌力を発揮するのが特長だ。
　チョウジには、細菌に対して効果的な抗菌成分の
オイゲニインが含まれている。同社の高度な精製技
術では、においや色のもとになるオイゲノールなど
の不要な成分を除去し、有効成分のみを抽出してい
る。
　カワラヨモギには、カビに強い抗カビ成分のカピ
リンが含まれている。SYプランテックスKNPに配
合しているカワラヨモギエキスの粗原料は、国内７
カ所の契約農場で栽培されており、収穫ロットごと
のカピリン濃度をモニタリングし、品質の安定した
原料を確保している。
　これにより、フェノキシエタノールやメチルパラ
ベンといった合成防腐剤と同等以上の高い防腐性能
を実現した。実際に、ローションやクリームでのチ
ャレンジテストでもその効果が実証されている。ま
た、化粧品で想定される幅広いpH範囲で安定して
使用できるのもSYプランテックスKNPの特長だ。

　SYプランテックスKNPは、推奨配合量が0.5％～
１％の液状成分だが、そのままでは水に溶けにく
く、単に化粧水に入れるだけでは沈殿してしまい、
十分な防腐性も発揮できないため、可溶化剤が必要
となる。汎用の可溶化剤であるPEG-60水添ヒマシ
油などでも可溶化できるが、化粧品業界では近年、
オーガニックやサステナブルな処方開発の需要が
高まっており、PEGフリー処方がトレンドとなっ
ている。そこで、同社では自社で製造・開発し、
RSPO･COSMOSの各認証を取得した植物由来の可
溶化剤「Ｓフェイス10Ｇ-Ｌ」との組み合わせを提
案している。
　「Ｓフェイス10Ｇ-Ｌを使用することで、よりサス
テナブルな処方が実現する。CITE JAPAN 2025で
は、注力製品の１つとしてSYプランテックスKNP
をご紹介し、多数のサンプル依頼をいただいた。植
物エキスは一般的に色や臭いに対する課題が多い
が、SYプランテックスKNPは植物エキス特有のに
おいが低減されている。また、カビに有効な成分を
特定し、製造ロットに成分を全て分析・管理してい
るため、ロットブレがない。高い抗菌力に加えて、
トレーサブルな原料でSDGsのトレンドにも対応で
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きる点がCITE JAPANで支持をいただけた大きな
要因だろう。今後も引き続きしっかりとフォローし、
新規採用へとつなげていく」（同社）
　阪本薬品工業では、製品そのもののサステナビリ
ティに加え、環境や社会に配慮し、SDGsに沿った
取り組みを進めている。
　公益社団法人 東京生薬協会の会員企業でもある
同社によると、国内で流通しているカワラヨモギは
ほとんどが中国産で、品質のばらつきや産地のトレ
ースが困難といった課題がある。また、カワラヨモ
ギに含まれる抗菌成分のカピリンは、産地や種類に
よって含有量に差があるという。
　同社ではそうした課題を解消すべく、国産生薬の
産地拡大を目指す取り組みの一環として、国産カワ
ラヨモギの契約栽培を進めている。国内の農家と連
携してカワラヨモギを契約栽培することで、品質の
ばらつきがある中国産原料に代わり、産地が明確で
トレーサブルな原料調達を実現する。
　国産カワラヨモギの契約栽培では、長期的な関係
性の構築に向けて、同社が策定した高濃度のカピリ

ンを含有するカワラヨモギの栽培マニュアルに基づ
いて生産を行っているほか、天災による不作時には
栽培にかかる最低経費の費用の一部負担などをサポ
ートしている。
　さらに、「環境・人にやさしい製品開発」のもと、
循環型社会の実現を目指し、製造工程で発生する生
薬残渣は肥料としてリサイクルし、自然環境への負
荷を低減している。
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　一丸ファルコスは、新規化粧品原料として敏感肌
にも使えるエイジングケア原料「バクチオール ピ
ュア プラス＜バクチオール＞」を2025年９月より
販売を開始する。従来のバクチオール原料に改善点
を見出し、不純物を減らして澄明度を高め、安定性
を向上させたバクチオール原料で、各種安全性試験
もクリアしている。各種原料・溶媒との相溶性も確
認しており、「一丸品質のバクチオール」として安
定配合できる処方事例なども一緒に提案し、バクチ
オール市場の活性化に寄与していく。
　バクチオールは、インドやスリランカなどで採取
されるオランダビユの種子に含まれる成分で、シワ
改善や抗酸化、抗炎症などレチノールと同等のエイ
ジングケア効果がありながら、刺激が少なく敏感肌
にも使いやすい特徴を持つ。エイジングケア成分と
してレチノールの認知度が高まる中、レチノールを
代替する天然由来原料としてバクチオールが注目さ
れ、「次世代レチノール」「植物性レチノール」とも
呼ばれている。
　「バクチオール ピュア プラス」（自然指数1.0）は、
インド産オランダビユ種子を素材に、超臨界二酸化
炭素製法を用いて抽出している。従来の溶剤抽出の
バクチオール原料と比べ、澄明度が高く、安定性に
優れている（１・写真右）。
　超臨界二酸化炭素製法は、低温で処理するので熱
変性や熱劣化が起こりにくく、不純物の残存を減ら
すことができるため、カフェインレスコーヒーの抽
出にも使用されている。有機溶媒を使わないので環
境負荷が低いクリーン製法で抽出している。
　細胞試験では、レチノール誘導体と同様なレチノ
イン酸受容体（RAR β、γ）の発現挙動が認めら
れている。また、表皮角化関連因子であるフィラグ
リン、セラミド合成酵素、ヒアルロン酸合成酵素の
mRNA発現量が大幅に増加することが確認され、
表皮角化や保湿に関する因子を増加させる効果が期

待できる。
　 ヒ ト 試 験 で
は、30 ～ 60代
男女12名のモニ
タ ー に、0.5 ％
バ ク チ オ ー ル 
ピュア プラス
配合オイルを顔
と首部に１日朝
晩２回、４週間
塗布して、試験
前後の肌状態を
確認した。コントロールに比べ、バクチオール ピ
ュア プラス塗布部では、水分量が維持された（保
湿作用）。また、首正面部のシワの大きさを解析し、
バクチオール ピュア プラス塗布群で有意なシワ改
善が認められた（シワ改善作用）。
　次に、試験前後に首部から採取した角層を用いて、
染色像から角層の残存細胞核の状態を観察し、５段
階評価で角化スコアを判定したところ、バクチオー
ル ピュア プラス塗布群で角化スコア向上が認めら
れ、肌角化を正常化させるはたらきも期待できる。
　今年は「バクチオール ピュア プラス」の他にも
複数の新規原料を発表している。今春より販売を開
始した「米ぬか発酵クレイ＜乳酸桿菌／コメヌカ発
酵物＞」は、洗浄機能を向上する効果や洗顔後の保
水・バリア機能を回復させる効果が認められたサス
テナブルな洗浄成分で、国産の焙煎した未脱脂米ぬ
かに、植物性乳酸菌を使った独自の発酵プロセスを
組み合わせ、発酵物をそのまま製品化している。
　今年５月に開催された化粧品産業技術展「CITE 
JAPAN 2025」では、米ぬかを生かした見た目や感
触も好評で、引き合いが増えているという。米ぬか
は、精米工程で発生し、多くは廃棄されている。そ
の米ぬかを再利用したアップサイクル原料として、

低刺激で安定配合可能なバクチオールを開発

一丸ファルコス

1 左：有機溶媒抽出／右：超臨界抽出
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処方製剤の付加価値化を実現する。
　「米ぬか発酵クレイ」は、素材由来
の自然なソフトクレンジング効果と、
乳酸発酵により生成される乳酸や多
糖に由来する保水力向上効果により、
潤いを与えながら肌表面を整える。ま
た、米ぬか発酵クレイを配合した洗顔
料で、泡立ちや感触（塗り広がり）な
ど処方に対する物性向上作用も認め
られ、洗浄力を高めることが期待でき
る。
　未脱脂米ぬかには、もともと種々のアミノ酸や、
グルコシルセラミドなど特徴的な成分が含まれてい
る。独自の発酵プロセスにより、サリチル酸やスベ
リン酸、アゼライン酸などの有用成分が増加するこ
とも認められている。
　30 ～ 40代男性６名をモニターに、２％米ぬか発
酵クレイ配合洗顔料とコントロールを使用して、洗
顔前後のバリア機能（TEWL）、角質水分量（コン
ダクタンス）を測定した。

　米ぬか発酵クレイ配合洗顔料は、洗浄力により洗
顔直後では、コントロールに比べTEWLの上昇が
見られるが、洗顔３時間後には、コントロールの洗
顔料を上回るバリア回復が見られた。角質水分量も、
洗顔３時間後はコントロールに比べて水分量が向上
することが確認された。
　また、洗顔による肌表面状態を改善する効果も認
められ（２）、肌の手触りや見た目、化粧ノリの向
上などが期待できる。

２「米ぬか発酵クレイ」の肌表面改善作用
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　化粧品・健康食品分野でアクティブ原
料の研究開発を行っているシー・アクト

（本社＝東京・千代田区）は、独自開発
原料に新たな有効性を見出し、配合可能
製剤のバリエーションを広げている。特
に、製剤処方への影響を与えない微量配
合で実効性の高い天然成分を中心に新
たな機能性開発を進めている。
　極微量の添加でシワ改善効果や毛穴
改善効果を持つ天然油脂成分「PENTADECYL（ペ
ンタデシル）」（化粧品表示名称：オーランチオキト
リウムリマシヌム油エキス）にこのほど、メークア
ップ効果を高める新機能を発見した。ペンタデシル
0.001％（製剤中）配合したファンデーションは、
薄くきれいな仕上がりで毛穴と小じわを改善するこ
とで、肌の凸凹を少なくする。以前から化粧水など
スキンケア製品にペンタデシルを採用する企業か
ら、「スキンケア後のメークのノリが良くなる感じ
がある」といった意見は複数あったという。同社は

「即効性にすぐれた保湿作用がメークアップ機能の
向上をもたらしている可能性がある」との見解を示
している。
　「ペンタデシル」は、ペンタデカン酸（C15）を
中心とした奇数鎖の飽和脂肪酸のみで構成されるト
リグリセライド（脂質）で、短時間で、肌のバリア
機能や保湿機能を向上させる働きがある。同社は、
石垣島沿海水深25m付近で採取された微細藻類・オ
ーランチオキトリウムに含まれる活性成分（ペンタ
デシル）を独自の製法で抽出・精製し、ペンタデシ
ルを開発した。
　有用性評価試験では、ペンタデシル0.001％（製
剤中）を添付した化粧水の単回塗布と連用塗布（４
週間）により、即効性かつ持続性のある保湿作用、
バリア機能向上作用、コラーゲン産生作用などが確
認されている。また、同様の試験でシワ改善効果（化

粧品機能評価法ガイドライン）も認められ、スキン
ケア製剤への微量添加で「乾燥による小じわを目立
たなくする」を標榜することもできる（表１）。
　最新の研究成果として、ペンタデシル0.001％配
合した化粧水に「毛穴改善効果」を見出している。
単回塗布では、ペンタデシル無配合液（コントロー
ル）に比べ、塗布15 ～ 20分後には、肌のバリア機
能が向上し、毛穴の面積、深さが減少し、たるみ率
も低下した。また、連用塗布4週間後の素肌は、毛
穴の面積、深さ、たるみ率などの改善スコアが有意
に上昇することもわかっている（表２）。
　同社は、塗布後の短時間でシワや毛穴を目立たな
くするペンタデシルの即効性機能に着目し、メーク
アップ製剤への配合検討を行った。ファンデーショ
ンへの配合で、薄塗で美しい仕上がりのある肌をつ
くることが確認され、また、口紅・リップへの配合
では唇の縦じわを改善し、なめらかな唇をつくるこ
とがわかった。メークをきれいに仕上げるだけでな
く、つけている間もスキンケア効果が期待できる天
然油脂成分として、ペンタデシルの認知度向上を図
っていく。
　国産のフクロフノリから抽出した海藻エキス「フ
ノランNa」（医薬部外品原料）も、メークアップ製
品の企画で引き合いが増えているという。「フノラ
ンNa」は製剤処方に影響を与えない程度の配合で
刺激緩和効果を発揮し、これまでに敏感肌・低刺激

「ペンタデシル」にメークアップ効果を発見

シー・アクト

表１ ペンタデシル塗布によるシワ改善
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性のスキンケア、スカルプケアなどの
製品で採用実績がある。
　同社は、フノリ成分の分子量や構造
を壊すことなく自然のまま活性成分

（フノランナトリウム）を取り出すこ
とに成功し、化粧品・医薬部外品の原
料として開発した。一般的なフノラン
の分子量が２～５万なのに対し、フノ
ランNaは分子量約89万で、１ppmで
強力な生理活性を持つ。フノランNa
の他に、ヘアケア製剤に使いやすい

「天使のリング」（医薬部外品原料）や
「フノリエキス」など３種類をラインナップしている。
　フノランNaは1ppm以下で、一般的にメーク刺激
緩和に用いられるアラントイン0.2ｇやグリチルリ
チン酸ジカリウム0.8ｇと同等の刺激を緩和する作
用があり、敏感肌や低刺激性のスキンケア製品やス
カルプケア製品などで採用実績を持つ。近年はメー
クアップ製品の刺激緩和成分としても注目され始め
ている。

　「フノランNa」に関する研究成果は、学術誌や学
会などを通じて発表している。同社は「フノリエキ
ス自体は昔からヘアケア製品などに使われてきたの
で、発表当初は極微量の添加で高い機能性を発揮す
ることに懐疑的な見方もされてきたが、当社の研究
成果が学術的に認められ、研究者の方々には関心を
持っていただけるようになってきた」と話す。今年
も国際科学誌に新しい研究論文が掲載されるという。

表２ ペンタデシル塗布による毛穴改善
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施。同原料を配合した製剤を頬に２カ月間塗布した
ところ、塗布前と比較して4週間後と8週間後いずれ
も肌のハリ・弾力について有意な改善効果が確認さ
れた。額や首へ塗布した試験では、眉間や首の深い
シワに対する改善効果もみられたという。
　また、同社の意識調査によると、眉間のシワは

「不機嫌そうに見える」、首のシワは「老けて見える」
と感じる人が多いことが明らかになっている。この
ことから、これらのシワ改善を実現することで見た
目の印象が改善される効果も期待される。
　これらの研究内容を基に、今春、世界的な総合科
学情報誌「Nature」に記事広告が掲載された。また、

「BSB Innovation Award 2025」の最も革新的なア
クティブ原料（長寿・若返り部門）において、第２
位を獲得。さらに、2025年６月に開催された第17回
アジア化粧品技術者会マニラ大会（ASCS 2025）に
て、ロータスリフトに関する口頭発表がTOP10に
入賞した。今年５月に開催された「CITE JAPAN 
2025」でも同社最大の注目原料の１つとして紹介し
たところ、多くの問い合わせがあったという。
　「世界的にも、肌の健康や長寿を意味する『スキ
ンロンジェビティ』の考え方が広がってきている。
トレンドに合致した、時代の先を行く原料として、
今後も積極的に提案していく」（同社）

　丸善製薬は、注目原料として、ハスの胚芽から得
られるエキス「ロータスリフト」（「ロータスリフト
/Lotus Lift」は同社の登録商標）の提案に注力して
いる。
　近年では、医薬分野において「若返り」に関する
研究が進展している。同社では、この動向に注目し、
高知大学難波研究室との共同研究として、化粧品分
野への応用研究にいち早く取り組んだ。肌の自然老
化をリバースさせる機能性成分を探索し、75種類の
植物エキスの中からロータスリフトを見出した。サ
トウキビ由来の発酵法で得られたBGを基剤に採用
しており、エコサートによるCOSMOS認証を取得
済みとなっている。
　近年、アンチエイジング効果を訴求する原料にお
いて、老化細胞の除去を目指した原料が増加してい
る。一方、ロータスリフトは老化により低下するオ
ートファジーを再活性化させることで、老化細胞を
若返らせる「エイジング・リバース」の発想が取り
入れられている。従来のアンチエイジング効果をも
つ原料と併用することで、異なる作用機序によるプ
ラスαの効果も期待できるという。
　自然老化細胞を用いた試験では、老化マーカー（老
化関連βガラクトシダーゼ）を濃度依存的に大幅に
減少させる効果がみられた。オートファジー再活性
化による細胞内の老化要因物質の除去が進んだこと
も確認されているため、自然老化細胞を若返らせた
と考えられる。
　細胞の見た目の変化についてもデータを取得して
いる。老化した細胞は、一般的に扁平した形になる
が、同原料を添加したことで、細胞の幅が半減し、
若い細胞の状態に近づくことがわかった。加えて、
老化要因物質を取り除くことによる、コラーゲン産
生をはじめとした細胞の機能回復も確認されている。
　さらに、従来取得済みだったin vitro試験による
有効性データに加えて、ヒトボランティア試験を実

若返り研究に着目した原料に注目集まる

丸善製薬
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ロングセラー原料で新たな処方技術を確立

日本精化

外線吸収剤と組み合わせた処方開発の研究も推進し
ている」（同社）
　このほか、同原料を用いることでエタノールや界
面活性剤不使用のフレグランス製品を調製する知見
が得られたため、こちらについても提案を強化す
る。フレグランス製品は一般的に香料成分を安定に
配合する目的でアルコールを使用して作られている
ため、本処方により、アレルギーを持つ消費者もフ
レグランス製品を利用できるようになる。
　エタノールフリーのフレグランスの調製が可能に
なることで、防爆設備のない工場でのフレグランス
製品の製造が可能になる。防爆設備の建設には多く
の資材が必要になるため、製品の製造に用いる素材
以外の部分でも余分な資材を使わないことから、間
接的に環境配慮への貢献につながり、地球環境に優
しい製品づくりの一助を担うことができる。
　「Phytocompo-PPは抗炎症効果をはじめとした高
いスキンケア効果も持ち合わせている。いずれの新
処方も、メイクや香りを楽しみながらスキンケア効
果が期待できる、高付加価値な製品作りが可能な点
を積極的にアピールしていく」（同社）
　また、同社では「機能性油剤」も成長戦略の柱の
１つとして提案に注力しており、欧州を中心に海外
での販売が伸長している。
　植物由来エステル「LUSPLAN」シリーズは、粘性、
密着性、顔料分散性、抱水性、ツヤ等に優れた植物
由来のダイマー酸及びダイマージオール機能性エス
テルとなっている。「Plandool」シリーズは、スキ
ンケア、メイク、ヘアケア、洗浄用途など、あらゆ
るシーンで「キレイ」をお手伝いするペースト状機
能性油剤となっている。いずれも紫外線散乱剤との
相性が良く、サンケア製品で見られるような独特の
きしみ感をカバーすることもできる。Phytocompo-
PPのW/Oエマルション処方と組み合わせた処方の
提案に取り組み、市場での需要拡大を目指す。

　日本精化では、成長戦略の柱の１つである「リン
脂質」を中心に、サステナブルでありながら機能性
に優れた原料や処方を提案している。
　「Phytocompo」シリーズは植物由来の水添レシ
チンとフィトステロールの天然保湿成分のみで構成
されている乳化剤で、液晶乳化法によりHLB値を
調整する必要がなく、あらゆる油剤をO/W乳化す
ることができる。このほど、国内外問わず引き合い
の多いロングセラー原料の１つ「Phytocompo-PP」
で、W/Oエマルション処方での調製に対応する処
方技術を確立した。
　W/Oエマルション処方は一般的にシリコーン系
の乳化剤が使用されることが多いが、その使用感触
が前面に出てしまい、製剤の使用感調製が難しい側
面がある。細胞を構成する成分であるリン脂質で
W/Oエマルション処方を調製することで、より安
全性が高く、肌なじみも良く、べたつかず心地よい
使用感の製剤作りが可能となる。これにより、従来
まではスキンクリームを始めとしたスキンケアでの
配合が中心だったが、高SPFのサンケアやベースメ
ークでの基剤として配合することが可能になった。
　現在、国内での営業活動としては、W/Oエマル
ション処方での調製方法の説明を、同社本社に設
置されたオープンラボ（The Design & Creation 
Lab.）での実演を含め行っている。海外向けには、
ディストリビューターに対する勉強会を行い、現地
企業に向けたプレゼンテーションも実施している。
　「サンケアの場合は紫外線散乱剤と組み合わせる
処方を提案しているが、国によって使われている紫
外線散乱剤やその表面処方が異なっている。現在は
国内と韓国・アメリカへの提案を意識した処方開発
を優先しているが、各国に合わせた処方提案が必要
だと感じている。一方、ヨーロッパではナノマテリ
アルの規制により紫外線吸収剤が多く使われている
ため、紫外線散乱剤との組み合わせだけでなく、紫
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スーパーフード「アサイー」が化粧品原料へ

クローダジャパン

化を予防しながらうるおいに満ちた弾力のある肌へ
と導く。
　「環境の変化に伴う汚染の増加によって酸化スト
レスを誘発し、肌や頭皮、髪にも影響し肌が敏感に
なるとともに老化が加速することが世界的に問題視
されるようになっており、16歳から34歳のヨーロッ
パ人の25%が肌のたるみを気にしているといった調
査結果もある。老化が始まる前に予防する『プレジ
ュビネーション』のトレンドがＹ世代やＺ世代を中
心に広がりつつあることから今回、多様な予防要素
に投資する意欲が高く、生活習慣を改善し、老化の
初期サインを遅らせたいと考えているＹ・Ｚ世代を
ターゲットにしたフィテッセンスワサイーの開発に
至った」（同社）
　フィテッセンスワサイーは、国際基準ISO16128
で 定 義 さ れ た 自 然 由 来 成 分100 ％ の 原 料 で、
COSMOS認証を取得し、中文INCIに対応している。
in vitro試験では、フリーラジカル生成抑制による
酸化ストレスの低減やATP合成の促進、糖化現象
の抑制、エラスターゼ活性の抑制、エラスチン合成
の促進といった効果が確認されている。
　「スーパーフードとして特に食品分野で高く評価
されているアサイーベリーは今後、ウェルビーイン
グの観点から化粧品分野での広がりが期待される。
優れた機能性とサステナビリティを両立した100％
オーガニック原料として、フィテッセンスワサイー
の提案をさらに進めていきたい」（同社）

　英国CRODAの日本法人で、持続可能性と高
機能性を兼ね備えたバイオベースの化粧品原
料を主に取り扱うクローダジャパンは、スーパ
ーフードとして着目され、抗酸化作用と栄養価
の高さが評価されるアサイーを粗原料とし、ク
ローダ独自のパートナーシップと防腐剤フリ
ーを叶える特許取得の乾燥技術（ゼオドレーシ
ョン）により、高品質で効果の高いサステナブ
ルな化粧品原料「Phytessence Wassai（フィテッ
センスワサイー）」の日本での発売を、昨年12月よ
り開始した。
　同原料で使用するアサイーの栽培にあたっては、
フランス国立森林事務所（ONF）との提携により、
環境バランスを乱さない作物管理を実施している。
また、フランス領ギアナの農園とパートナーシップ
を組み、ゼオドレーション技術を用いて乾燥・脱水
を行うための製造工場を設立し、現地の雇用を生み
出して農村地域を支援するとともに、輸送時の二酸
化炭素の排出量を95%削減するなど、環境保護や持
続可能性にも寄与している。
　こうして開発されたフィテッセンスワサイー（表
示名称＝グリセリン、アサイヤシ果実エキス）は、
高い抗酸化作用により酸化ストレスから肌を守り、
エラスチンの強化をすることで、たるみなど肌の老


